
火光利用サンマ棒受網漁場調査

宇野守一・妥源之允・武藤康博

箭

例年に引続いて今年も東北海区を中心としたサンマ群を対象として，解禁請の一斉漁場調査及び．漁期

中の漁場調査を実施し，サンマ群の分布回渉状態海況との相関性尊の調査を実施しナこ．

l　解禁前海洋調査及び生物試験調査

趣　　‾　　　旨

本年度のサンマ試脚査については，東北区水産研究所が主体とたわ，千葉県以北，北海道までの各水

試が協力して所定の定操を観測し海況並びに魚群の南下固辞状況を調査し併せて，資源学的調査に重点を

おいて実施した。本調査はこの一環として，■当水武が指導船平和茨城丸を使用して実施したもので，太調

香は親潮系水帯の南下経路及び，黒潮系水帯の混合水域の海況漁況調査及び，サソマ税胤幼魚の生態調

査等に重点を置いて実施し　サンマ漁場の開発に努めた（

1　調査事項

調　査　長

船　　　長

2　調査期間

オ　1i欠

オ　2　次

5　調査事項

d A　調査海域

オ　1　次

オ　2　次

久保堆一　　宏源之允

戸羽　福治　外24名

昭和54年8月15日～昭和54年8月24日

昭和54年8月25日一昭和54年9月　5日

570－40′　N～　450－00／N

141ロー50′　E～148〇一00／E

400－00′　N～　410－50′　N

142q－00／E～145■－00／E

B　海洋調査

a　測温採水

Om l Om　　　25m　　　50m　　180m　　　200m各層

も　水色．透明度

C　プランクトン（150m層）の採集

d　稚魚採集　表層5分間曳網

e　漁獲試験　　各漁場におけるJ火光利用轡受網の試験操業
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f　月．張わ調査

g　魚体謂査　各漁場における，火光利用襟受網による漁獲サンマの漁体軸定

4　漁襟試験設備

A　裡受網2組（クレモナ■軋綿糸1組）仕上り浮子方14間．網丈16間．沈子方18間，以下

図参照のこと。

B　集魚灯設崗（費光灯）

10K　発電樺　　2基

集魚灯配置別紙

「‾▼’▼‾▼l‾‾‾l‾▼lIIr下司‾rlll．一・・．‥　　▼　「

一　一　一　一　一　一tBK一　一　一　一　一　一　一　→

オ1図　樺受綱仕立国 オ2回　集魚灯配置図

↑

5　一斉調査前の概略

太調査前ほ親潮の流れは道東沿岸部を南下する親潮オ1分枝は．エリモ岬東方を南に餅角東方に迫っ

ていた。叉東経148度付近を南下するオ2分枝も強勢を示した。黒潮流域は近海沖合共裏面水偏が下

障し，例年よカ2～5C低目を示していた。流れは金華山近海よりENEに張わ出し，親潮牙2分枝の

南下勢力強勢な為に，この流れを迂回し沖転向づて東経149嵐北緯58度付近まわNEに伸びて？

．いた。文津亀靡流の賃への張力出しは強まっておちて，■鮫角近海を南に下り．飯嶋近海にまで凄してい

た。この様に例年サン‥Tの漁場形成される海域の海況状態は，概略的に判明していたが，津塵暖流の東

への張り出しの詳細な賃料及び，エリそSE海域の海況については，大略的に判断し得るのみであった。

以上の点から今次の調査によって

（11道東近海を南下する，親潮オ1分枝の先端がどの域まで達しているか

（2）この道東近海を南下する親潮のオ1分枝に乗って南‾下するサンマ群の南下盈及び，漁況を即らかに－

すること〔

（3）津軽渓流の東への張り出し，文は南下状態を究明すること。

（41以上の点よれ　未年の国禁当初の漁場を予想すること。

占　≡澗査紆巣

8－1海況について

－1占　－



用　オー次観閲結果
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オ5図　才1次海洋観測航跡周及び㈱点
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カ4図　8月18日～8月20日0m水濫分布囲

表面水温（オ4囲）8月中旬後半，東北海域の水掛は全般に例年に比較して，高唱を示していた。

即ち黒潮の流れは．金華山近海よカNEに流れ，又津軽曖流の東への張り出しが強くこのため仁道

東近海を南下する．親潮オー分枝は，南下を阻止されていた。一方沖合の親潮の南下オ2分枝は，

東常経148度．北緯45度付近よりSWに張り出し，北緯41度線に願書た概を形成していた。

下層100m層の水凋分布をみると，道東近海，エリモ岬付近よカ真綿こ向う親潮才一分枝がみら

れ，一方東経14占資線付近よ山科こ下る親潮オ2分枚も見られた。黒潮の流れは東経145度線

を北に張力出し，その先瑞は北緯41度線lこ達し，又津奄暖流の東への粥り出しも顕著で，東経

142度・一東経145度間の海域は顕著な等温線の分布がみられた。魚群の分布状態をみると，St

18～St19の間で小群がみられたが，灯付全くたく．文St19～St20の問でも小群（小

型魚）がみられた。尚大黒島近海において小群1回操業したが，何なくろ500K伊の漁獲をみ．こ

の南側の北緯41度50分，東経145度10分付近海域において小群5～占群をみたが付たく漁

獲にいたらなかった。
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升5図　50m層水温水平分布図（オ1次航海）　オ占図10〔m層水海水平分布囲（カ1囲航海）

rP）：升2次観測結果
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オ7図　才2次海洋観測航跡囲及び測点
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オ8図■　Dm層水温分布図

升1次碗判に比較し，東北海域全般に亘り氷海の下降がみられた。即ち北緯41度∴東経145

度～14占圧及び北緯40度50分，東経147度～148度付近を南下する撰潮オ1，オ2分按

の増勢に伴い三陸近海を北に張り出していた陛流水帯は南遺し，207フ等轟線の位置は，北緯40

疫線よ．り南に見られるようになったけ下層50m及び100m層の水渇水平分布を見ると，表面同

様中層においても水渇の低下が目立ち，津軽暖流の・東への張り出しは若干弱まった○尚三陸近海の

喫水帯は漸次南退を示していたれ東経144度般付近にI碩流分枝の北への張り出しの榛たもの

－13－
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がみられた。尚親潮の流れは道東近海より，南下する流れが強まって来たことが判明した。魚群の

分布状態をみるとこの調査時においてほ，各調査船によカ各所で発見又は漁獲された。本船の詞査

による魚群の分布状態及び漁獲状態は，北緯41度，東経144度50分付近水海19」1℃～1チO

C～18．9C海域において．シラミ申，小群灯付並で17ton．文北緯41度5D分，東経

144轟・50分・水温18．5C～18．7てフ海域においてシラミ大，中．小群付硝々良好で15ton

の漁獲をみた。この魚群は東経148度～149度間を南1する親潮オ2分按にのつて南下した沖

合魚群と恩‡っれた。

匝2■　　　　　　　44’　　　　　　1岬；’

ノ

オ9図　5Dm層水濫分布図（オ2次航）　　オ10国rlOOm層水雷分布囲（オ2次航海）

7　操業経過と漁況

オ1次航海は8月15日那珂湊港出港，塩釜寄港後15日Stlよ．り観潮を実力払　8月19日垂観潮

を終了し漁場調査に移った。St■18～St19の間とLSt19～St20・乃間でサンマ′）、群発見大黒

島近海において小群1回操業150OK炉（付不良）東経145度10分，北経41度50分付近で小群

5～d群発見するも付なく漁獲にいたらず，その後帰途につき8月25日気仙沼瀞こ入港した〈

ォ2次航海ほ8月25計気仙沼港出港し，観測点St8に向ったが．シラミ札小群に遭遇し．8月

28日夜よ．り8月29日朝にかけて10回の試験操業を行い17ton漁獲後8月28日気仙敵入港

しナ二〇

才5次航海は予定変更し，St Hより実施し．さt7に向う途中シラミ大中，小群発見10回試

験操業を行い，この群は灯付梢々良く12回操業し．15tnnの漁獲を揚げ．その後時化とたれ

st　7～St8を実施し．St9旺荒天となり観測を中止し．9月5日気仙沼に入港したq

8　漁　　　　況

抑　木船の漁獲した大黒島近海の魚群l鳩めて先端であって，まだ群構成にはたっていない様であった

が，オ2次航蜘こ漁獲のあったサンマ群軋東北海区に南下するサンマオ1群であると思われたo

rP）この群は小群，文は丸中群であれ灯付も良くいずれにしても．この海域がサンマ解蕪当初の漁

場とたるものと思われた。

119－



H　太詞資において漁埋されたサンマ魚体は．中型魚が主であっ十二。

H　親御牙1分枝の流れは．ェリモ岬より覿崎に向う流れがみられ，この東側においてサンマ群が発見

漁獲されたカ㍉　これは1DOm層水温水平分布図においてみられるように，津塵暖流の東への張力出

しによって，サンマ魚群の南下が若干沖よりに，圧迫されているためであろうと思われた。

9　魚体組成

この諦査によって得られた

魚体組成をみると，オ′A園の

ようになり，中型魚によって

その割合を示している。

10　今次調査の結果

川　海洋観測の結果エリモ岬

から甑崎に菌う碍潮オ1分

枝は，倒年並みに発達し，

餉囁近海に潜流となって流

入していることが明らかと

たつナこ。
A　囲

N＝200　　　　　　　　　N＝220

N410　－00ノ　　　　　　N■410－

E1440－50′　　　　　　E1440－5

Z
J
∩
）

回　漁塔試験の結丸謝潮オ1分枝に乗って南下したサンヰ群隼N410‾OD′付泥に先端群があ

って，この群の南下は例年まわ若干連れていた。

H　太船が漁獲したN410－0ロ′～N410－50′，E1440－50／～E1448－50′

で漁獲したことは，この海域での始が茫ねこの漁獲であって灯付も良く待期中のサンマ漁船に大きな効

果を与えた。

目　牙1次及び」′2次海洋観刺は東北満城の沿岸親潮牙1分枝の中心域の開発を実施した。この活魚

この海域は本年のサンマ漁船の中心漁場とたることが明瞭とたったので，牙5次航海では中心漁場の

西側にあたる帝轟慣流の縁辺域の開発を実施した結果，太年は津軽暖流の東への張り甚＝ノが昨年及び

例年より強勢の様であって，親潮南下牙1分枝の流軸を東沖よりに圧迫した為．流軸も例年より東偏

していた。この為津軽緩流縁辺のサンマ漁場の調査が必要に迫られた為であり，この結果水濫20C

～18こ1台の海域においてもサソマ群が，発見されたが．サンマ群は淡群であった。

闘　本調査の結果，沿単の署潮冴1分棟流域及び縁辺において，大体2～5の漁場形成をみるのでけな

いかと思われた∩それは仙甑埼NE海域のE144g－D O′～E1450－00′．E400－5Dノ

～N41D－5ロノ　の先端漁場と旧北海道東側近梅のエリモ東の漁場に）ェ　モ南の津軽援流域の縁辺

の西側漁場であって．この5っに大別される。この5っの鴇場の特徴は田と個は連尤る漁群のようで

田の魚群は巧の魚群の南下先端群の棟に恩れたが租への魚群の南下は津軽暖流の東への流入によって

途絶えるものの様であった。文田）漁場は渚石崎よりの南下群が偶漁場と閻漁場は別れて出来るもので

あって個魚場は㈹漁場に時期的に連なるもので，むしろ闇漁場の魚群は今後は川瀬場海域に南下する

ものと思われた。従って本年の解禁当初の漁場は，N420　－00′　　H147■　－00′海域より

－2ロー
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南下する親潮オ2分枝の先端及び金華山近海より北にのぴる黒潮北上カ1分枝の甫側Iこおいて形成さ

れる。従って旭漁場が有望であることが判明した。

日　本調査結果より解禁当初の漁蝦を予想したが．オ1は前記した沖合のN40q－50′～N400

－50／，E1440－O D′　～E1450－口0／付近海域，次にオ1の漁埠形成をみたい場合は

道東Eの漁場という予想を試みた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p

肘　8月及び9月に実施された海洋観測の結果より．未年の常北海域の海況由，水掛工，三陸近掛エ

2Cはど高めを示していた。

刷　春季～夏季にかけて黒潮本流は例年よカ南偏していた。（これは昨年と同様）

旧　従ってN570－0□′～N5d8－00′でほ25℃の奉凋廉は29年～55年の海況より比

較すると，LotlC～5Cの南偏を示していた。

（q　道東近海の申冷水の南下勢力は若干弱い様にみふれた。

Ⅱ　漁期中漁業調査

1　海況漁況の概要

9月上旬：黒潮の流は金華山近悔よ掴ヒ上する流れが頼く，文津軽暖流への張り出しも強勢を示し

ていた凸　この為親潮の流れは道東近海より艶崎に向うオ1分枝は圧迫され南下を阻止されていたd一方

沖合親潮オ2分枝は若干強勢を示していた。漁場はエリモSElOO埋付近より漸次沖よりに移動．後

半ではエリモESE150埋付近に漁場中心がみられたが，更に東に移軌する傾向がみられたn各般の

漁況は1暁15tnn～25ton良い船で50tonの漁獲を揚げた船もあったn

9月中旬：親潮牙1，オ2分硬の張り出しが強勢となって，殊に牙1分枝の伸長著しくたった。即

ち道東近海を経てエリモ岬より鮭崎に向う流れ（暖水塊突出部の西側よ．りに）があれ主流はE1440

－DO′線を南に下っていた。漁場はエリモ岬S●E海域と，この沖側漁場に別れていたが，エリモSE

J　側の漁場が主漁場を占めた。後半に入り漁場は台風の通過もあって沖合漁場は消滅し漁況は不況とた

った。

9月下旬：台風15号の通過後海況は大きく変化し．全般に水塩は下降し．親潮オ1分枝は黒潮接

岸北上分枝の弱勢に伴い三陸沿岸に急速に南下をみせた。又津軽暖流は依然として強勢であって東への

張り出しの為サンマ魚群は沖合に移り，従って漁場にE1450－00′～E1440－00′間を急

速に南下した。漁況も全般に好漁を示した。

10月上旬：津軽暖流は相変らず捨勢を示し，叉金華山近海より北上する黒潮接岸北上分枝の北への

張り出しのため，現潮オ1分授け進路をユリモ岬よカS SEに向け流れていた。漁場もこの親潮オ1分

枝の南下流路にあたるE1440－DO′～E1450－00′闇を南北†ポ田長く分布し，前半がかた

り好漁をみたが．後半に入力漁場はエリモ近海と廃椅東沖の2つに形成され漁況は不況であった。

10月中旬：金華山近海よ恒ヒに伸びる暖流水帯はN418－0町付近まで達し，文津軽暖流の東

Tの張力出しは依然強勢でこのためエリ1モ近海より南下する親潮オ1分枝は・その流路を狭められてい

－2†‾－



たが，沖合を南下する親潮オ2分枝は暖流水帯の突出部の西側にあたるE1470　－0□′～S420

㌔－OD′付近よわSWに伸びていた。漁場は較角東から鱒奇束の間をE1450－50′付近海域まで

広い範囲に亘っていたが．主漁場はエリモ岬よ＿りの南下親潮流の先端部で形成された。後半に入り魚群

は南下分散し，絞角東の15℃水帯とE1450　－50′　N400－50ノ付近と沖合のE1450

－10′　N599－40′　付近にみられたが，前半好漁，後半は不漁を示した。

10月下旬：東北海区の水温は前半において例年よカ．2～5C高乱　後半で例年並を示した。即ち

黒潮の接岸北上流，津軽膵流は強く親潮接岸矛1分枝の先端は釜石沖に達した∧漁場は15こ1台の睾電

線付近において形成されていた。（1）鮫角NE近海の津軽暖流と南下親潮流の捜触甑と黒崎東の親潮南下

流の潮境上で形成され，全般に梢々好漁という程度で尚後半においては．釜石東のE1450　－20′

N59b－DOノ付近に南下先端群による漁場形成をみた。

11月上旬：親潮南下勢力の増大に伴って．東北海区の水瀞は．全般に低下した。親潮矛1分枝にこ

の旬では先端が覿崎東以南に達した。文津軽暖流の東又は宙に張り出す勢力は強く，このため鮫角から

黒崎近海にかけては．願書た潮境が形成された。漁場は前半では黒崎から範崎近海の瞑寒両流の接触部

にあたる潮目上とE144ロ　ー00ノ　N590　－50／什近軋みふれたが中瀬程度。後半に入り漁場

は前半の漁場が魚群汲密とたって，漁場も措発とたれ　尻巨峰近海にも新漁場の形成をみた。文沖合に

この旬後半に入わ漁場がE148ロ　ー20′　N590－50ノ付近に形成されかなりの漁獲をみた。

11月由旬：親潮の雨下をみるとオ1分枝は綾里崎近海忙15C台と在って南下，又は沖合の親潮オ

2分枝はE14占〇一C Oノ～E147ローDO′間を南下し，このオ2分枝の勢力はかたり強勢を示

した。黒潮の主流は諸声近鯖より東に向きを変えN57山　一50ノー58ロー08′間を東へ流去して

いた。漁場は前半綾里崎東のE145d－08′～1440－00／　N590－00′にあって，又

沖合漁場は親潮オ2分枝の南下先脚こあたるE14占〇一OD′～E1478－88′，N590－10′

間に形成され．′後半に入り漁場は金華山近海に出現したが，全般に漁況I蛸々好漁という程度であった。

11月7■旬：　E1450－00′～1440－00′聞及びE148°－00′～1470－00′

間を南下する親潮オ1，矛2力、枝の水温は著しく下降したが．後半に入力黒潮の努力（E1420－00′

～1440－00′間を北上する）療まれ泉崎東沖はこのため願薯な潮頃を形成していた（漁勤王金

華山近海と鹿膵東沖，文オ2分按の南下涜路にあたる海域で形成されたが．後半では沖合漁場は消滅し

全般に漁況は不振であった。

12月上旬：沖合の海況は出漁船なく不鋼であった。近海においては親潮の接岸オ1分杖が細長く講

戸近漑にまで南下し，叉後半においては．北上援流水帯との間に顕著な潮境を形成した。漁況は前半金

華山近海の南下親潮流の東側海域の潮境上で形成され．又犬吠近海においても若干の漁獲をみたn後半

に入り金華山近海の漁場は不振とたって変って犬吠近海の潮境上において（21こ～1dCの極めて大

きい格差のある瀾目上）漁場形成をみたが漁場の活況はみられたかった。

12月上旬：黒潮の流軸は犬吠沖をNEに向って流れ．その北端はN570－00′～E144ロー00ノ

に付i掛こ達していた。この主流より分枝する水帯は著しく，本県沿岸部に追ってこのため本県沿岸部は

障水帯に覆われた。漁場は前句同様犬吠近海において形成されたが，漁況は不振であって良い船で2ton

－22－
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～5ton程匿であった。

操　　業　　経　　過

オ4次航海

釧路南の暖水塊の東側に沿った海域のE14占0－00′～147000′，N410－DO′～

450　－00／付近において操業し1D t（）口　の漁獲をみた〔

オ5次航海

N41ロ12／～42000′．E1440－50′～14■占〇一12′水覆172C～18．占C

の親潮カ1分按の洗路上において漁獲され，12ton　の漁準

ノ

。ノ

オ占次航海

親潮カ1分枝の南下流路のE145ロー80′～1440－10′．N400－55′～410－

20′付近海域において前航海同棲操業が行われたが，漁掛エ10tonにすぎなかった。

矛7次航海

前航海同様N400－25′～410－10′，E1420－48／～1450－50／水濫

14．8℃～15，8Cの海域で操業8tr）n　の漁獲をみナ二。

オ8次航海

泉崎近海のN400－10′～590－45ノ，i〕1440－10′～1440－50′水濫

1ZdC～18．4C海域で操業し漁獲は12tonに．すぎなかった【

オ9次航海

放角から無椅東近海の津轟暖流及び親潮オ1分枝の先端と，黒潮北上分枝の接触部で，漁場形成を

みたが漁況は好転し，本船も15ton漁獲した。

オ10次航海、

親潮オ1分枝の南下Ⅰこ伴い，サンマ魚群の先卿は金華山寓にまで達した。漁場は鮫角～鞄噂近海の

沿岸漁場七鮭牌東のE1450－20ノ　N590－OD′海域に別れたが，漁況は思わしくたく5

toやの漁獲に終った。

オ11次航海1

黒崎から耗崎沿：草よ少の潮境上で漁場が形成され，本船もこの海域で操業Lll tonの預準をみ

た爪

牙12次航海～15次航海

この航海は沿岸漁場の消滅こ従い沖合のE1458－50′　N580－S D′付近の漁場におい

て操業したが．漁況は好ましくなく，粋だ海域を程々に調査したが．5tomの漁獲のみに終った。

牙14次航海

常磐海域のE1410－09′　N5°〇一50′付近海域で操業した群．淡群にて漁獲にあまカ

みられず．本船も2．5tonの漁獲をみたにすぎきかった。

オ15次航海

那珂湊近梅を主に操業する，シラミ淡群．群数少なく漁獲は0．4tonにすぎなかった由

一25－



オ16次航海

漁掛は近海を南下する親潮オ1分枝と．沖合黒潮流の圧迫によって，細長く金華山近海より塩塁崎

近海にかけて形成されたが，漁況思わしくたく5ton　の漁獲

オ17次航海

漁場は犬吠近海の黒潮流との接触部において形成されたが．群淡く500晦の漁獲

オ18次航海

漁場は北に移わ，塩屋崎近海において形成されたが，燕群淡く漁況は余り思わしくたく，前航海同

様dD0晦の漁獲にすぎなかった。

矛19次航海

犬吠近海の漁場は若干活発とたって．魚群もナガシ濃群が見受けられ．木船もこのナガシ漉群を操

業し，1暁にて15．5to口　の漁獲をみた。

オ20次航海

前航海何様鴨場に犬吠近海にあったが，漁況は不振とたって2tonの漁獲をしたにすぎなかった。

オ21次航海

犬吠近海の漁場は完全に消滅の形とたって漁況も不振．従って大船も4ton　の漁獲のみに終った。

オ22次航海

那珂港沖以南海区を調査したが，魚群淡く，漁場調査のみに終った。

集　魚　灯　試　験

費光灯による集魚試椀を，サンマ漁業に併行して．試験を襲施した。今回の試験は試験のオ1段階

であって．資料は前記した様にサンマ棒要綱漁業試験と併行したので余力研究結果としては得られた

かっで二。

1集魚灯（螢光灯）宝興産業株式会社

2　集魚灯配置図　　　オ2図参照

5　実　験　者　　　　茨城県水産試験場

4　使　用　船　　　　平和茨城丸

5　実験方法

オ1回の実験は船首より5番目（右舷）ビームの真下において，ポートを浮かべ試験当時照度計

故障のため「テスター」

で空中照度．水車照度

を測定した。水中測定

においては．測点を

0．5m．1m，2m，

5m，4mの5点を設

け制定しナ二。オ2回日

の実験は船首よわ1m

牙1表　実験結果

オ　　　 1　　　 回 牙　　　 2　　　 回　　 ！

測　 妻架 照　 度 仁尉 度剰定 位置 l 甜り　 顔 頻　 度 ’原産測定 位置

水　 上 2 5 D M A 右 舷 中央 ビ一七、下 水　 上 1 5 船 首 か ら 8 m

8．5 m 5 4 0．5 m 1 2 〝　　　 1 m

1，0 5 5
瞥 竺 三号戯 ，字

1＿ロ 5 〝　　　 2 m

2ノ0 1 4
少 5 m 放 れ た 所

ク．0 4 〝　　　　 4 m

5．0 8 5．0 2 〝　　　 5 m

4．0 4 4＿0 1 〝　　　 占m　 ・

－24－
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放れた集魚灯の光のとゞく限界点と思われる位置において，測定を実施したが（方法漸点は，矛1

回実験と同槌の方法で実施した。）ポートが明暗の限界線に沿って流れたため．最初計画通＿りの剰

点による漸定は，出来なかった。

魚　　体　　謂　　査

ここで報告するのは昭和54年度における那珂湊港水揚船よカ抽出したサンマの体長組成及び体重

組成についてであるD従って体長及び体重組成について述べる抑こ全漁期及び全海域の魚体と旬別に

測定した記録より全漁期を通じての体長・体重組成と旬別に見た体長，体重組励こついて説明し海域

別及び南北の魚体の蓋や沖合と沿岸による涌場における魚体の差の検討はビゝでは省略する。尚この

年の調査局数は2ず74鳥である。

l　体長組成について

全海域（全漁期）を通じて見る体長組成

の分布は中型魚が主体とな．り27C璃台に峰

が見られているが大型魚の50cm台付近に

も小さな峰のある双蜂た分布によ少形成さ

れた年である。これを詳細に検討してみる

と体長組成の範囲は19m～55C犯にあ中

小型魚の示す割合が若干多い様に見られた

これらの出現は10月下旬及び11月下旬

叉は12月上旬に見られた。

次に旬別について体長組成を検討すると

9月上旬及び中旬においてほほは類似した

組成の分布傾向が見られた。即ちこの両旬

共峰は28r甑台にあって50cm台付近に小

さな峰の見られる双峰な分布形態を示して

居り．9月下旬に入り中型魚の蜂は27cm

台に変幻大型魚の峰は50cm台に認められ

る。従って中型魚に対する大型魚の割合が

多くたって現われて来た。10月上旬に入

ると前句より魚体も大型に移動が見られ，

従って体長組成分布

の割合は大型魚が増

加して来た。10月

中旬この旬も10月

上旬と分布は変りた

くほぼ類似した型を

升目図　体長組成（旬湘体長組成）

〃■ヱ†7■

戴く叫

オ12囲　体長組成（全漁紗こおける体長組成）
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示しているが分布の峰は単峰とたって28（珊～2900付近に見られた。10月下旬に入＿り蜂は27

C打と台に変り50〔職に小さな峰が見られ双峰た分布の塾に変ったかこの旬は小型昂の出現が見られた0

11月上旬魚体は漸次小型魚への移動が見られ29rm塙・以上による魚体の分布の割合は減少し始め

た。由句に入りこの傾向に激しく28憫以下の中型魚により体長組成の割合はそのほとんどを占め

25m台と28（罰台に蜂が見られている。11月下旬における体長組成の分布は小型魚の出現多く

魚体の峰は26m台と28r‥m台に峰があり体長範周も時期的にこの旬が広範周となり19cm～55

叫こ見られた。12月上旬に入ると体長組成の塾は一変し単峰な分布型とたった。即ち27m台に

峰が見られ大型魚及び小郡魚にただらかた曲りを示す分布型を示したn従って旬別と全輯期別に見

た昭和54年度のサンマ体長組成に双蜂た型を示したのが9月上，軋下旬と1D月下旬・11月

由．下旬であり．単峰た型を示したのが10月上旬に始まり10月中旬と12月上旬の5旬であ呑。

この様に渕僅た分布型を示した割合が多く単峰た分布の型を示したのか少たいことは全漁期の体長

分布図を見ても明らかた様に昭和54年度のサソマの南下期の体長分布の型は双峰た分布の型を示

したこと－こたる。

ii　体重組成について

体重について托体長に平行して測定を実施した。

カ2回に示す機に旬別体重組成の変化傾向は概略

的にしか比較出来ない　要するに9月上旬におい

ては90gr付近に峰があり又15ロgr付近に

も小さな峰が見られた。中旬に入力分布の勤は単

調となって体重組織における分布の割合が体長に

異なり双峰た分布は見られなかった。10月上旬

に入ると分布型は双崎とたって体長の分布型と異

なる。いiっゆる体長組成と体表素足成島数が一定で

エないためこの様た現廉が現われたものと思われ

る。1口月巾旬この句の峰は110gr付近に見

られ中小型魚の割合が大型

魚に比較し分布が多く見ら

れた。10月下旬に入ると

魚体は小型に移り大，中型

魚に対する小型魚の割合は

かたり多く110gr以下

によって形成された。11

オ15園　体重組成（旬別体執成）

〟－出○

ノ・→／ト・、＼｝・－

■■

オ14囲　体重組成（全漁期における体重組成）

月上旬に入り小型魚の占める割合は多く体重組成め峰は80g・r付近に見られ大型魚は100gr

付近に僅かた分布が見られる。申，下旬は欠制のため不明である。即ち12月上旬の漁期末では

11月上旬同様8Dgr仲村こ峰があり分布の型も栢似している。以上の様に体重組成より分布の

－2占一
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型を見ると9月上旬より漸次大型に移動し10月上．中旬を峰として南下するに従い小型魚に移動

している。これは漁獲が魚群の後続詳又は添加．離脱群によるいづれかの群を漁獲対象群としたも

のであろうが資料少なく体長組成については2974尾体重組成については550尾とあまりにも

少ないので解析出来ないので省■略する。

サンマ試験報告表

牙　　　 4　　　 次 オ　　　 5　　　 次

月　　　　　 日 9／4～5 5～占 る～7 7～8 1 1～1 2 1 2 ～ 1 5 1 5～ 1 4 1 4～ 15

時　　　　 分 4 4 －・1 0 4 4 －1 1 4 4 －2 0 4 －5 0 1 7 －0 0

醤

豊

緯　　 度 4 1㌧5 7 4 1㌔．1 7 4 1三一0 5 4 1㌔2 5 4 1 －5 7 4 1㌔4 9 4 1㌔ 1 24 1 －0 2

経　　 度 1 4 g 」5 8 1 4 5㌔ D 2 1 4 5 三一2 7 1 4 8 －1．2 14 5 －5 1 1 4 4 －5 5 14 ㌔－5 014 4 －5 5

ヌヽ

象

天候気海 C　 1 8．8 C 1 8，0 C　 l 又ロ C 1 8．0 d 1 8．0 C　 1 8．0 B　 2 1．0 B　 2 口．口

風向風力 E　　　 2 S S E　　 2 S 11　　 2 E S E　　 2 S E　　 l W SW　 l W　　　 2 S／E　 l

水　　　　 轟 1 7 0 1 7 2 1 7■5 1 8．D 1 7 5 1 7 7 1 7 8 1 8．d

水　　　　 色

魚

群

浪

冒

穫　　 頸

渡　　 携

美都 茹 1 8 一・・5 ロ 1 8 －5 0 2 ロー4 5 2 0 －4 0 1 8 －5 0 1 7 －5 0 1 8 －5 0

操業終了

時　 刻
2 D －4 5 2 5 －5 5 0 5 －2 0 0 4 －1 0 0 4 －2 0 0 4 －．5 8 0 4 －5 0

使用】司教 5 4 5 5 8 5 7

灯　 付　 状　 態 不　 良 不　 良 梢 良 好 良　 好

漁

獲

物

サ

ン′

マ

1．8 7 5Kg 5．8 2 5に 1．8 7 5K炉 4，8 7 5晦 5．7 5 0KF 2，占2 5Kダ ア5 ロロ晦



矛　　　 占　　　 次 牙　　 7　　 次

月　　　　　　　　 日 y 2 ロ～ 2 1 2 1 －2 2 2 2 －2 5 2 －2 4 2 9 2 9 －5 0 5 0 ■・1 M

時　　　　　　　 分 4 －5 D 4 －5 0 4 －1 5 －5 0 5 －e O 4 －5 0 1 9 －5 0

漁 位

獲 置

緯　　　 度 4 8 －5 5 4 1 －0 5 4 1－5 2 4　－1 5 4 0 －．．2 5 4 0 －5 5 4 1 －0 8

経　　　 度 1 4 4 －1 0 1 4 1 －・5 5 1 4 4 －ロ8 1 4 ．－4 〔】 1 4 2 －4 8 1 4 5 －2 8 1 4 5 －5 0

気

象

天 侯 売 電 1号　 1 8．0 8 1 9 0 B l 占．8 C け 5 B　 1 7 0 C　 1 8．0 W　　　 2

風 向 風 力 N W　　　 2 N W　　　 5 N W　　 l S S 17　 2 且S E　 l W　　 l 1 エ2

水　　　　　　　 偏 1 7占 1 5＿4 1 5．1 1 8 0・1 7 8 1 5．8 1 4．8

水　　　　　　　 色 4 4 5 5

魚

群

漁

具

方 向 ・速 さ E ／ S　 2．□ S E　　 l シ　ラ　 ミ シ　ラ　 ミ

濃　　　 淡 獲

操業 開始 時刻 1 9 －5 5 1 9 －4 0 1 8 －5 ［】 1 8 1ユ 占 2 －5 ロ 1 8 －5 0

操 業 終 了時 刻 4 －5 8 4 －5 0 4 － 1 5 4 －即 4 －2 0 4 －5 0

借 用 回 数 7 1 1 1 1ユ 4 5

灯　 付　 状　　 態 良　 好 不　 良 不　 良 良　 好　 不　 良 梢 良 好

漁 サ 軽　　 量
4，8 7 5Kダ 4，5 日O K辞 5－d 2 5極　 2，8 2 5侮 5．2 5 0K伊 1，8 8 5晦

獲 ソ l

l
物 マ l

オ　 1 1　 次

月　　　　　　　　 日 1［レ2 9 －5 0 5 0 －5 1 1 1／1 －2 5 －4　　　　 4 －5 5 －占

時　　　　　　　　 分 5 －0 0 1 7 －・n O 5 －4 0 5 －4 0　　　 5 －一2 5 2 2 －5 ロ

漁 位

獲 置

緯　　　 度 5 8 －5 1 5 8 －5 5 5 9 －4 7 5 9 －2 5　　 5 8 －5 8 5 9 －1 1

経　　　 度 1 4 1－4 5 1 4 1 －5 5 1 4 2 －5 5 1 4 2 －5 4　 1 4 2 －5 1 1 4 5 － 1 0

気

象

天 候 気 温 B 1 9 0 C 1 9 0 C I z O C l A 0　 】】 1 A D B　 l フ：0

風 向 風 力 N W　　 l N E　　　 5 S　　　 S N E　　 l N　　　 2 S　　 l

水　　　　　　　 窃 1 与12 1 5．0 1 2．8 1 5．9 1 ス4

方　 向　 ・　 速　 さ S ／E l．1 S ／E　 l S ／′E l．1 S／E

水　　　　　　　 色 5 4 4 5

魚

群

穂

首

硬　　　　 哲 シ　 ラ　ミ シ　ラ　 ミ シ　ラ　 ミ シ　 ラ　ミ ナ ガ シ

漁　　　 淡 淡 淡 淡 淡 淡

操 業 開始時 刻 1 9 －5 0 5 －2 5 1 7 －5 □ 19 －8 0 2 8 －2 5

操 業 終了 時刻 5 －0 0 5 －4 0 5 －4 8 4 －0 0 1 －1 5

使 用　 回 数 占 1 1 2 4 8

灯　 付　 状　 態 不　 良 不　 良
　 l
梢 良 好 j　 不　 良 良　 好

漁　 サ　 数　　 量 乙4 5 7にヴ 1 5 0 K F ミ7 5 n Kダ　 云　　 7 5 0 Kダ■　 1 5 0 0K夢

獲 l ン

物 マ
r
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オ　　 8　　 次 オ　　　　 9　　　　 次 オ　 1 0　　 次

1∽ 一・4 4～ 5 1 0 －1 1 1 1 一・・1 2 1 2 －1 5 1 5 －1 4 2 6 －2 7 2 7 －2 8 2 8 －2 9

4 －4 5 4 －4 5 4 －5 0 占－0 ロ 5 －D 5 2 5 8 5 ・－0 5 5 －D O 1 8 －・4 0

4 0 －0 9 5 9 －4 5 5 9 －4 7 3 9 －4 5 5 9 －5 2 5 9－5 2 4 0－ 0 5 5 9－ 0 2 5 8 －5 2

1 4 4 －2 9 1 4 4－4 9 1 4 4 －5 4 1 4 4 －5 0 1 4 8 －1 8 1 4 2 －4 5 1 4 5 －4 1 1 4 5 －0 0 1 4 5－2 8

C 1 7 0 C l チ0 C　 1 8．0 B　 l a O C 1 7二0 C　 1 8．0 B　 l d C 1 7 0 R 1 8．0

S E　　 l W S W　　 2 E　　　 4 E　　　 2 隅こ／S　 l W ／S　 l N E　　 l S E　　　 5 E S E　 l

1 8，4 1 8．4 1 7．° 1 8．4 ．1 占．8 1 8．5 1 5．7 1 8．2 1 8．8

シ　ラ　ミ シラ　ミ ナ ガ シ シ　テ　 ミ

淡 淡 渡 淡 淡

D－5 D 1 8 －5 □ 2 1－2 5 1 9 －2 0 1 1 7 －5 6 2 2 －4 0 2 5 －5 0 1 8 －5 0

4 －4 5 4 －4 5 4 －5 0 5 －O C i■■5 一二も5 2 5 －0 0 0 1－0 0 1 9 －1 5

1 0 1 5 9 8 1 2 1 2 5

梢 良 好 良　 好 不 牒 不　 良 良　 好 不　 良 不　 良 不　 良

8，5 0 ロK ス5 0 0K P 5．0 0 0 7 5 0 I毎 1 1．2 5 ［嘩 1 8 7 1 8 7K伊 1，1 2 5 K撃

オ　 1 2　　 ～　 1 5　　 次 オ 1 4　 次 オ 1 5　次

1 1 －．1 2 1 4 岬 1 5 1 5 － 1 占 1 6－2 5 1 7 －1 8 1 8

5 ・－2 0 5 －5 0 占－5 0 5 －4 0 S d 一5 9 1 7 －5 0

5 9一・・・1 1 5 9 －0 9 5 8 －5 2 5 占－4 8 1 4 1－－2 7 5 °－5 0 5 °一・・4 1

1 4 5 －5 0 1 4 2 －4 5 1 4 2 －1 4 1 4 1 －2 7 B　 l d 1 4 1 －8 9 1 4 1 －2 7

C　 1 5．0 B　 l Z 0 B 1 7 8 N　　 l C　 l d．D 1 8．d

W　　 l W　　　 5 W　　 2 1 7 4 N E　　　 S

1 2．9 1 5．4 1 5．7 1 8．8

E　　 l E N E l．5

ナ ガ シ ナ ガ シ シ ラ　ミ ∫

淡 濃 淡 ■

．ひ十・2 5 1 8 －0 0 1 7 －－5 0 1 8 ・－5 0

4 －5 5 2 1－5 0 2 1 －5 0 0 5 －0 8

4 5 5 5 5

不　 良 不　 良 不　 良 不　 良

大 内 小

．1，4ヱ 5晦

1，5 1 2K伊 2，4 5 7 Kグ エ4 t 〔〉n
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オ■　 1いう ・次 オ　 1 7　 次 オ 1 8　 次 オ 1 9 次

月　　　　　　　 日
1 1／／℃∪‾　12／1 1 －2 4 －5 5 －8 占－7 7 ・－8 8 －9

時　　　　　　　 分 2 2 －5 0 占－0 0 2 2 －5 0 2 2 －5 0 2 2 －5 0

漁 位

獲 置

　緯　　　 度 5 7 －5 5 5 7 －2 9 5 d －0 2 5 5 －5 9 5 ‘－5 9 5 5 －5 7 5 4 －0 5

経　　　 度 1 4 1 －5 5 1 4 2 －2 0 1 4 1 一・・・8 5 1 4 1 －0 5 1 4 1 －・0 7 1 4 1 －0 7 1 4 1 －2 9

ヌヽ

象

天 候 気 轟 B B B 1 7 0 C　 1 5．0 B　 1 4．口 B 1 5．0 B 1 5▲0

S l風 向 風 力 S W l S W l W S W　　 5 N E　　　 5 E　　　 2 N　　 l

水　　　　　　　 海
1 8．とr l 占．4 1 7 5 － 1 7 2

1 5．8 － 1 d D．一 1 5．8 －

－1 占．D 1 占．4 1 8．2 1 掴 1 5．5

方　 向 ・　 速　 度 S E S　 l

水　　　　　　　 色 5 －4 5 －4 4 4 4

魚

群

浦

臼

頓　　　 類 シ　 ラ　ミ シ　ラ　 ミ シ　ラ　 ミ シ　 ラ　 ミ ナ　ガ■シ

濃　　　 淡 淡 淡 揆 淡 淡 淡 濃

操業 開始 時刻 1 9 －5 0 1 9 －5 0 1 7 －2 1 1 8 －0 7 1 9 －2 0 1 7 －2 1

4 －2 5操 業 終 了時 刻 ロ5 －0 2 口5 －0 1 2 0 －2 0 2 D －5 8 2 1－5 C

借 用 回 数 1 0 7 4 7 5 2 4

灯　 付　 状　 態 不　 良 不　 良 不　 良 不　 良 不　 良 不　 良 良　 好

漁

獲

物

サ　 数　　　 量 1，5 口OK辞 1，5 0 0晦 5 0 0 K 5 5 0 K 2 5 8 K 1 5．5 8 8 K

ソ

マ
1

】

l

オ 2 0 次 オ　　 2 1　　 次 オ　　 2　 2　　 次

月　　　　　　　 日 9 －1 0 1Z ／12－15 1 5 －1 4 ′ 1 8 －1 9 1 9 －2 8

時　　　　　　　 分 2 2 檜5 0 2 2 －5 0 1 7 －D U 5 －5 0 0 8 －0 0 2 1 －1 5

漁 位

獲 置

緯　　　 度 5 8 －D Z 5 5 －5 5 5 8 －0 1 5 6 －・1 1 5 8 －2 9 5 8 －0 4

窪　　　 度 1 4 1 －2 8 1 4 1－1 0 1 4 1 －0 8 1 4 1－0 8 －1 4 1 －1 7 1 4 1 －1 9

気

象

天 候 気 温 B l ‘．0 C　 1 4，0 C　 1 8 C　 1 8 C　 1 5．□ C　 l d．0

風 向 風 力 W　　 l N V　　 l E　　 l S W　　　 2 W S 揮　 2

水　　　　　　　 雷
1 6．0 ‾
1 8．8 1 又2 1 占．D 1 5，8 1 5．2 1d Z

方　 向 ・　 速　 さ S　　 l E ．S ．E　 2

魚

群

旗

日

環　　　 顆 ナカ■シ ナ ガ シ

濃　　　 淡 淡 淡 †

操業 開始時 刻 1 7 －5 0 2 0 －2 5

操 業 終了時 刻 2 －4 7 5 －4 0

使 用 回 数 6 4 2

灯　 付　 状　 態 硝 良 好 不　 良 不　 良

樵

獲

物

サ 数　　　 量 1．9 0 0 K 7 5 0 K 5．5 K

ン／

マ

ー50－


